The Circle in the Metaphysical Interior : Giorgio de Chirico and Around the World in Eighty Days by 長尾 天
201
????????????????????????????????????
はじめに
　ジュール・ヴェルヌ（1828-1905）のよく知られ
た小説『八十日間世界一周』（1873）(1) は謎の英国
紳士フィリアス・フォッグ氏が召使のフランス人
ジャン・パスパルトゥーと共に八十日間で世界を一
周して戻って来ることができるかという賭けに挑む 
物語である。ロンドンを出発したフォッグ氏は、パ
スパルトゥーと共に様々な冒険を経ながら、世界を
一周してロンドンに帰還し、最終的に賭けに勝利す
る。
　「形而上絵画 pittura metafisica」と呼ばれる奇妙
形而上学的室内の円環
── ジョルジョ・デ・キリコと『八十日間世界一周』 ──
長　尾　天
The Circle in the Metaphysical Interior：
Giorgio de Chirico and Around the World in Eighty Days
Takashi NAGAO
Abstract
　 Italian painter Giorgio de Chirico (1888 － 1978), known for his “metaphysical painting,” referred to 
French novelist Jules Verne (1828 － 1905) in his essay “Concerning metaphysical art” (1919). The current 
work aims to examine the reason De Chirico connected his metaphysical art theory to Verne’s work, partic-
ularly Around the World in Eighty Days (1873).
　 The steam locomotives that De Chirico repeatedly used in his paintings are said to be inspired by those 
in the illustrations appearing in Around the World in Eighty Days. This novel is, however, not a simple image 
source for De Chirico, because Around the World in Eighty Days allegorizes the philosophy of Schopenhauer 
and Nietzsche, themselves sources of the most important theoretical bases of De Chirico’s metaphysical 
painting.
　 According to Schopenhauer, the world recognized by humans is merely a representation in the human 
brain. De Chirico expressed this philosophical view of the world as images of the “metaphysical interior.” 
Around the World in Eighty Days can be considered a story of travel in this metaphysical interior, namely, in 
the brain. In this sense, this story can be an allegory of Schopenhauer’s “world as representation.” Addi-
tionally, the hero of Around the World in Eighty Days, Mr. Phileas Fogg, can be seen as an allegorical 
embodiment of Nietzsche’ s  “eternal return,” because he is literally in the words of Nietzsche, “the soul 
fleeing from itself, which overtaketh itself in the widest circuit.”  
　 The above reasons for De Chirico’s reference to Verne’s Around the World in Eighty Days are discussed 
in depth in this work. Further, the allegory of the circle in the metaphysical interior will be examined by 
presenting examples of De Chirico’s work that bear a connection to Verne’s Around the World in Eighty 
Days.  For De Chirico, this story is an allegory of the circle in the metaphysical interior. A perfect example 
is De Chirico’s Evangelical Still Life I, which depicts a biscuit representing the “circle” in the “metaphysical 
interior.” The story of Around the World in Eighty Days is connected to such an image.
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なイメージ群を描いたことによって知られる画家
ジョルジョ・デ・キリコ（1888-1978）は、1919
年のテクスト「形而上芸術について」の中でヴェル
ヌに触れている。
　　幸福だが自覚されない形而上的な瞬間は、画家 
　と同様に作家にも観察することができる。そして　
　作家に関して、ここではフランスのとある田舎老 
　人に言及したい。はっきり言うが、この老人はこ　
　う呼ばれるだろう、スリッパを履いた探検家と。　
　つまり正確にはジュール・ヴェルヌについて述べ　
　たいのである。彼は旅や冒険の小説を書いて子
・
供
・
　
　向
・
き
・
の
・
［ad usum puerum］作家として通っている。
　　だが誰が彼よりも巧みにロンドンのような都市　
　の形而上学を、その家々の中に、その通り、その　
　クラブ、その広場、その四角形の中に、言い当て　
　ることができただろうか。ロンドンの日曜日の午　
　後のスペクトル的性質［la spettralità］、『八十日　
　間世界一周』に登場するフィリアス・フォッグの　
　ような、歩き回る本物の幽霊［fantasma］である　
　一人の人間の憂愁［malinconia］。
　　ジュール・ヴェルヌの作品はこうした幸福で心　
　慰められる瞬間に満ちている。小説『浮かぶ都市』
　(2) のリヴァプールから汽船が出発する描写を私は　
　今でもおぼえている (3)。
　デ・キリコがヴェルヌに言及したのは何故か。本
論では『八十日間世界一周』を焦点として、その理
由の一端について考察を行う (4)。まず『八十日間
世界一周』に付された挿絵を検討する。次にこの小
説を、デ・キリコが形而上絵画の理論的根拠とした
アルトゥール・ショーペンハウアー（1788-1860）
とフリードリヒ・ニーチェ（1844-1900）の思想の
寓話として捉えることを試みる (5)。
1. 挿絵
　ジャン・クレールやアラ・H・マージャンは、ヴェ
ルヌの小説の表紙や挿絵がデ・キリコのイメージ・
ソースの一つとなっていることを示唆している (6)。
特にマージャンが挙げている 1892 年から 1905 年
にかけて刊行された版に付された表紙［図 1］は、
《出発の憂愁》（1916）［図 2］に代表されるような
複雑な木組み構造と地図とが組み合わさったイメー
ジの出自となった可能性が高い。とはいえマージャ
ンらはヴェルヌ作品の全てを検討しているわけでは
ない。まず『八十日間世界一周』の挿絵について述
べておく。
　『八十日間世界一周』に付された挿絵の中で、特
にデ・キリコの形而上絵画との関連を指摘できるの
は汽車のイメージである (7)。勿論、デ・キリコが
描く汽車には、鉄道技師であった父のイメージや、
デ・キリコ自身の旅の記憶が反映されているとみな
すことができる。だがマージャンらの示唆を考慮す
れば、『八十日間世界一周』の挿絵も全く無視する
わけにはいかない。　　
　『八十日間世界一周』において繰り返される「出
発」と「到着」あるいは「旅」は、デ・キリコの主
要なテーマの一つである。このことは「到着と午後
の謎」「到着」「出発の不安」「不安な旅」「詩人の出
発」「詩人の帰還」「帰還の歓び」「終わりなき旅」「出
発の憂愁」といったデ・キリコ作品のタイトルに示
されている。そして、この「出発」「到着」「旅」と
いうテーマを端的に示すイメージの一つが汽車であ
る。
　ギリシア生まれのイタリア人デ・キリコは、ミュ
ンヘンのアカデミーで学び、イタリアで後に形而上
絵画と呼ばれることになるイメージの啓示を得た
後、パリで画家としての活動を本格的にはじめた。
大戦が勃発すると応召してイタリアに移り、フェ
ラーラに配属されている。大戦後はローマで古典絵
画の啓示を受け、1919 年に「技法への回帰」を唱
えて作風を一変させた。一方、ヴェルヌ作品は各国
語に翻訳され、版も複数ある。こうした理由でデ・
キリコがどの時点に何語で、どの版で『八十日間世
界一周』を読んだのかを特定することは難しい。勿
論、少年時代にイタリア語で読んでいる可能性が高
いが (8)、ここではデ・キリコ作品に汽車が登場す
るのがパリ時代（1911-1915）であることを考慮し
て、フランス語の原著を参照することとする。アル
フォンス・ド・ヌーヴィル（Alphonse de Neuville 
1836-1885） と レ オ ン・ ブ ネ ッ ト（Léon Benett 
1839-1917）による挿絵は、中表紙と扉絵を含めて
56 図あり (9)、加えて主人公たちの道程を示す世界
地図が本の最後に付されている。
　汽車の外観を描いた挿絵は 6 図ある。インドを横
断する場面の「蒸気は螺旋形を描き出していた」
(10)、アメリカを横断する場面の「1 万頭から 1 万
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2000 頭もの動物たちの群れが線路を塞いでしまっ
た」(11)、「見事な湖！」(12)、「完全に壊れた橋は、
大音響とともに崩れ落ちていった」(13)、「スー族は
客車の中にも攻め込んでいった」(14)、「黄褐色の明
かりを先頭につけた巨大な影が…」(15) である。さ
らに中表紙にも汽車が描き込まれている。
　デ・キリコ作品では、1912 年の《詩人の悦び》《無
限の倦怠》《不安な朝》《到着》、1913 年の《奇妙な
時刻の歓びと謎》《占い師の報酬》《アリアドネのあ
る広場》《アリアドネの午後》《不安な旅》《驚き》《午
後の憂愁》《変形された夢》《詩人の不安》《出発の
不安》、1914 年の《哲学者の征服》《モンパルナス
駅》《日中の謎 I》《日中の謎 II》《詩人の出発》《詩
人の帰還》《帰還の歓び》《学者の平静》《愛の歌》
といった多数の作品、またこれらに関連する習作に
汽車が描かれている。
　たとえば『八十日間世界一周』の中表紙［図 3a, 
b］や「蒸気は螺旋形を描き出していた」［図 4］に
描かれた汽車を、《詩人の悦び》［図 5a, b］に描き
込まれた汽車と比較することができる。これらは遠
景で煙を上げながら走っている点で類似する。また
デ・キリコの 1913 年の習作［図 6］では、汽車が
前方から描かれている。類似したイメージは「1 万
頭から 1 万 2000 頭もの動物たちの群れが線路を塞
いでしまった」［図 7］に見出すことができる。
2. 室内の旅
　次に『八十日間世界一周』を、デ・キリコが形而
上絵画の理論的根拠としたショーパンハウアーと
ニーチェの思想の寓話として捉えてみたい。デ・キ
リコはパリ時代の手稿において、ニーチェの『ツァ
ラトゥストラはこう語った』を、カルロ・コッロー
ディの『ピノッキオの冒険』と結びつけている (16)。
同様のことが『八十日間世界一周』にも言えるので
はないか。
　まずショーペンハウアーの思想について検討す
る。ここで注目したいのは、人間の認識する世界が
全て脳内の「表象としての世界」に過ぎないという
ショーペンハウアーのカント的世界観である (17)。
カントに倣い、ショーペンハウアーは世界を物自体
とその現象に分け、それぞれ「意志」、「表象」とし
て規定する。世界は時間、空間、因果性などの「充
足根拠律」の諸形式によって、人間の脳に表象され
る。そしてこの「表象としての世界」を取り去った
場合、物自体として残存するのが「意志」である。
ショーペンハウアーの思想をデ・キリコが参照して
いたことは既にパリ時代の手稿からもうかがえる
が、ショーペンハウアーの「表象としての世界」と
いう世界観をかなり直接的に反映しているのは、大
戦勃発後に配属されたフェラーラで描かれた、いわ
ゆる「形而上学的室内」のイメージである。パリ時
代のいわゆる「イタリア広場」のイメージでは、人
気の無い広場と建築物がまるで劇場の舞台装置のよ
うに描かれており、そこでは広場という外部と、劇
場という内部とが曖昧に重なりあっているが、「形
而上学的室内」は外部と内部の一致という点で、こ
うした「イタリア広場」のイメージの発展形とみな
すことができる。
　1917 年の《形而上学的室内（小さな工場のある）》
［図 8］では、製図用具のような複雑な木組み構造
と、工場のある風景が描き込まれた画中画とが部屋
の中に配置されており、上記の内部（室内）と外部
（風景を描いた画中画）の一致あるいは内部による
外部の包含という性質がより直接的に提示されてい
る。これをショーペンハウアーの世界観になぞらえ
るならば、脳＝室内の中に画中画＝表象が置かれて
いると捉えることができる。そして、人間の認識す
る世界が全て脳内の表象に過ぎないことを知ること
から、その向こう側にある物自体についての学とし
ての形而上学がはじまる。この部屋が「形而上学的
室内」と呼ばれる理由をこのように解釈することが
できる。
　ショーペンハウアー思想における人間の脳は、
デ・キリコでは室内に置き換えられる。そして繰り
返すが、人間の認識する世界は全て脳内の表象に過
ぎない。つまり人間は何処に行こうと常に自らの脳
という室内にいるのであり、そこから出ることはで
きない。逆に言えば、世界は脳という室内にある。
　フォッグ氏に旅の経験があるというのは大いにあ　
　りうることだった。彼ほど見事に、世界地図を自　
　家薬籠中のものとしている人間は他にはいなかっ　
　たからである。［……］この人物はどうやら、世　
　界中を旅したことがあるらしかった。少なくとも　
　その頭の中では［en esprit, tout au moins］(18)。
　『八十日間世界一周』の主人公フィリアス・フォッ
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グ氏の脳内＝室内には詳細な世界地図がある。デ・
キリコの《出発の憂愁》［図 2］ではまさに室内に
地図が描かれている。そして既述したように、マー
ジャンの示唆によれば、こうしたイメージはヴェル
ヌ作品の表紙をイメージ・ソースの一つとしている
可能性が高い。
　この脳内＝室内の旅という観点から『八十日間世
界一周』を捉えてみる。フォッグ氏とパスパル
トゥーは世界を一周して元の場所に戻る。これは勿
論、地球が丸いから可能になるわけだが、いわば彼
らは地球という巨大な「室内」を出たわけではない。
この世界を一周しながらも常に「室内」にいるとい
うモチーフは、フォッグ氏の旅中の態度にも見出す
ことができる。フォッグ氏は必要な場合以外は汽車
や船の外には出ず、ロンドンの「革新クラブ」で
日々行っていたのと同じようにホイスト（カード・
ゲームの一種）に興じる。フォッグ氏は「室内」の
外に広がる「実際の」異国の事物には関心を持たな
い。勿論、物語の展開上、フォッグ氏も外に出て大
いに活躍するのだが、彼の基本的な姿勢は「室内」
に留まるというものである。
　町の見学など彼の眼中にはなかった。彼もまた、　
　自分が旅している国々の探訪は使用人に任せてお　
　く、あの英国人種の一人であったのだ (19)。
　またフォッグ氏がロンドンのサヴィル＝ロウの館
を発つ際、パスパルトゥーに次のように命じている
ことに注目したい。
　靴はいいものを選んでおくように。もっとも歩く　
　ことは少ないか、ほとんど歩かないに等しいと　　
　いってもいい (20)。
　このセリフは、世界一周の旅といっても、実際に
はほとんど汽車や船の客室内で過ごすことになると
いう意味だが、ショーペンハウアー‐デ・キリコの
文脈に置き換えるならば、フォッグ氏の旅は脳とい
う「室内」の旅であり、だからこそ「ほとんど歩か
ないに等しい」のだと捉えることができる。「形而
上芸術について」のデ・キリコの言葉を思い出せば、
フォッグ氏はヴェルヌ自身がそうであるところの
「スリッパを履いた探検家」なのではないか。脳と
いう「室内」を歩くのに相応しい履物は、靴よりも
むしろスリッパではないか。もっとも物語中で実際
に一時スリッパを履いて旅をすることになるのは召
使パスパルトゥーだが、彼がわざわざ「とてつもな
い金額を払って革スリッパを購入した」ことは示唆
的である (21)。
　さらに旅の間パスパルトゥーの部屋の中で灯り続
けるガス灯も、この物語の「室内」性の象徴として
捉えることができる。パスパルトゥーは出発時に混
乱していたため、自分の部屋のガス灯を消すことを
忘れてしまった。ガス灯の料金はパスパルトゥーが
支払うことになる。そしてパスパルトゥーは旅から
戻るとこのガス灯を消す。つまり世界一周の旅の一
方で、ガス灯は常に「室内」で灯り続けていた。中
表紙に描かれた地球儀とその中心に灯るガス灯とい
うイメージ［図 9］もまた、世界＝「室内」という
イメージと一致する (22)。
　このように『八十日間世界一周』は「室内」の旅
の物語として捉えることができる。一方デ・キリコ
は「形而上学的室内」のイメージにおいて、脳＝室
内の中に画中画＝表象を配するという形で、ショー
ペンハウアーの「表象としての世界」という世界観
を援用している。つまり、デ・キリコにおいて室内
とは脳のメタファーであり、形而上学的室内という
イメージを経由することで、室内の旅の物語として
の『八十日間世界一周』は、デ・キリコにとって
ショーペンハウアーにおける脳内の「表象としての
世界」の寓話となりうるのである。
3. 円環と幽霊
　次にニーチェの思想について検討する。ここで想
起されるのは永遠回帰の思想である (23)。フォッグ
氏はまさに『ツァラトゥストラはこう語った』の次
のような一節の寓話的体現者として捉えることがで
きる。
　―― 自分自身から逃走し、最も広大な円を描い　
　て自分自身に追いつく魂、狂気が最も甘く誘いか　
　ける、最も知恵のある魂、 ―― (24)
　フォッグ氏は、地球の円周という文字通り「最も
広大な円」を描いて回帰し、賭けに勝つ。そして円
環はニーチェにおいて永遠回帰の象徴であり、この
円環を生きる者こそが、永遠回帰を肯定することの
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できる、一切の存在者の中で最高の種類の者であ
る。ヴェルヌはフォッグ氏の旅について次のように
書いている。
　この紳士は旅をしているのではなく、一つの円周　
　を描いているに過ぎなかった (25)。
　さらにニーチェの思想との関係で注目できるの
は、この世界一周の旅が純粋に賭けのための賭けと
して行われる点である。その意味で、この世界一周
の旅は、フォッグ氏が「革新クラブ」で毎日行って
いたホイストと相似形をなしている。そしてフォッ
グ氏は金のために賭けを行う人物ではない。また結
果としてアウダというヒロインを得ることにはなる
が、それはあくまで結果としてのことであり、この
旅は元々何かを得るためになされるものではなかっ
た (26)。この世界一周の旅は、それ自身のためにな
されるいわば真剣な賭け＝遊戯（jeu）である。こ
こでもまた『ツァラトゥストラはこう語った』の次
の一節を想起することができる。
　子どもは無垢であり、忘却である、一つの復活、　
　一つの遊戯［un jeu］、一つの自力でころがる車　
　輪、一つの第一運動、一つの聖なる肯定である (27)。
フォッグ氏の八十日間世界一周という賭けは、円環
を描く「一つの遊戯」であり、この点でフォッグ氏
の精神は、ニーチェが語る精神の三つの発展段階
「ラクダ」「獅子」「子ども」の中で最高のものであ
る、永遠回帰を肯定する精神としての「子ども」に
近づくのである。
　以上を踏まえ、「形而上芸術について」でデ・キ
リコが述べている「ロンドンの日曜日の午後のスペ
クトル的性質」「歩き回る本物の幽霊である一人の
人間の憂愁」という表現を検討する。
　まずフォッグ氏は何故「幽霊」なのか。それは円
環の体現者たる彼が「生の無意味」を認識している
からではないか。「生の無意味」とは、デ・キリコ
がショーペンハウアーとニーチェの思想に認める核
心であり、それはまた形而上絵画理論の核心でもあ
る。1919 年のデ・キリコのテクスト「我ら形而上
派……」によれば、ショーペンハウアーとニーチェ
が示した「生の無意味」を絵画に応用した点に形而
上絵画の革新性がある (28)。この問題について筆者
は別のところで考察を行っているので (29)、内容の
重複を避けるためここでは要点だけ述べておく。
「生の無意味」はショーペンハウアーとニーチェに
共通するモチーフだが、その意味合いは異なる。そ
してデ・キリコが立脚しているのはニーチェにおけ
る「生の無意味」であり、それは形而上学的な物自
体の不在を意味する。世界の究極的な根拠としての
物自体の不在が明らかになったとき、全ては仮象と
なり、解釈となる。そのとき人間もまた仮象として
の存在、いわば実体を欠いた「幽霊」となるのであ
る。そしてこの「生の無意味」の極限形こそ永遠回
帰である。ニーチェの遺稿には次のような一節があ
る。
　この考えを最も恐ろしい形で想像しよう。あるが　
　ままの存在、意味もなく、目的もないが、それで　
　も不可避的に絶えず回帰し、無へと解決すること　
　もない。つまり「永遠回帰」。これこそニヒリズ　
　ムの極限形。永遠の無（「無意味」）！ (30)
　既に述べたようにフォッグ氏は永遠回帰の寓話的
体現者として捉えることができる。永遠回帰の体現
者としてのフォッグ氏は、つまり「生の無意味」の
認識者であり、究極的な根拠を欠いた幽霊である
(31)。そして、それ故にデ・キリコは、フォッグ氏
に「憂愁」を見るのではないか。ニーチェ‐デ・キ
リコの文脈において、憂愁は「生の無意味」あるい
はその極限形としての永遠回帰に結びついているか
らである (32)。ただし永遠回帰は必ずしも憂愁のみ
をもたらすものではない。デ・キリコは 1936 年、
まさに「フィリアス・フォッグ」と題された次のよ
うな詩を発表している。
　彼は波打ち際に歩いて行った／「ボ
・
ル
・
テ
・
ィ
・
モ
・
ア
・
　　
　［Baltimore］！」と彼は言った。／蜃気楼の中の　
　蒸
・
気
・
船
・
［steamer］が／彼の忌わしい荷物を運ん　
　で行った (33)。
荷物を持たないフォッグ氏は「軽い」。ニーチェに
おいて永遠回帰の円環を肯定する者は「軽い者」で
ある。
　あちこちへ身を投げ出せ、前へ、後ろへ、お前、　
　軽い者よ！　歌え！　もはや語るな！［……］お　
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　お、どうして私が永遠を求めて、全ての円環の中　
　の円環たる結婚指輪を求めて、――生成と回帰の　
　円環を求めて、熱情に燃えぬはずがあろう？ (34)
　最後に、「ロンドンの日曜日の午後のスペクトル
的性質」という表現に関連して、デ・キリコは『回
想録』の中で次のように述べている。
　ジュール・ヴェルヌは、八十日間世界一周の旅を　
　終えたフィリアス・フォッグの首都への帰還
  ［ritorno］を描きながら、おそらく意識はしてい　
　なかったのだろうが、ロンドンの形而上学を見事　
　に表現している。フィリアス・フォッグが美しい　
　インド婦人と忠実な召使パスパルトゥーを伴って　
　ロンドンに着いたのもまた、やはり日曜日の午後　
　だったのだ (35)。
　フォッグ氏がロンドンに到着したのは実際には金
曜日である、ただし読者はトリックが明かされるま
では土曜日だと思い込まされる。デ・キリコは思い
違いをしているのだろうか。その可能性も完全には
否定できない。だが一方で、物語のクライマックス
をなすトリックをデ・キリコが忘却しているとは考
えにくい。またヴェルヌのテクストからは具体的に
どの部分が「ロンドンの形而上学」を示しているの
かが判然としない。
　「形而上芸術について」の記述によれば、この日
曜日の午後は「スペクトル的性質」、言い換えれば
「幽霊的性質」を帯びている。何故か。それはこの
日曜日が実際には土曜日だからではないか。ヴェル
ヌのトリックによって読者はフォッグ氏と共に架空
の日曜日を迎えることになる。実際には、それは過
ぎ去ったと思われたはずの土曜日（賭けの期日）
だった。この過ぎ去ったはずの土曜日の回帰、「幽
霊」としての土曜日である日曜日を、あるいは逆に
文字通り架空の「幽霊」としての日曜日を、デ・キ
リコは「スペクトル的（幽霊的）性質」という語で
示していると解釈することができる。そしてこの
「幽霊」としての土曜日の回帰によって、結果とし
てフォッグ氏は賭けに勝ち、円環の体現者、永遠回
帰の寓話的体現者となるのである。幽霊たるフォッ
グ氏は無限回、読者の許に回帰して、こう告げるこ
とだろう。「皆さん、帰って参りました（私はここ
にいます、皆さん）［Me voici, messieurs］」(36)。
　以上、デ・キリコとヴェルヌの『八十日間世界一
周』の関係について考察を行った。「形而上芸術に
ついて」においてデ・キリコはヴェルヌに言及して
いる。本論ではその理由の一端について『八十日間
世界一周』を焦点として考察を行った。『八十日間
世界一周』の挿絵には、デ・キリコ作品と共通する
汽車のイメージを見出すことができる。また『八十
日間世界一周』はデ・キリコの理論的根拠であった
ショーペンハウアーとニーチェの思想の寓話として
捉えることができる。ショーペンハウアーによれば
人間の認識する世界は全て脳内の表象に過ぎない。
デ・キリコはこうした世界観を「形而上学的室内」
として表現した。『八十日間世界一周』は、この脳
内＝「室内」の旅の物語として捉えることができ、
この意味でショーペンハウアーの言う「表象として
の世界」の寓話となりうる。またフィリアス・
フォッグ氏は文字通り「自分自身から逃走し、最も
広大な円を描いて自分自身に追いつく魂」であり、
ニーチェの永遠回帰思想の寓話的体現者となりう
る。こうした理由によってデ・キリコは『八十日間
世界一周』に言及したものと考えられる。デ・キリ
コにおいて『八十日間世界一周』は、形而上学的室
内における円環の寓話であり、たとえば《福音書的
静物 I》［図 10］では「室内」に地図と共に「円環」
を示す菓子が描かれているが、この物語はまさにこ
うしたイメージと呼応するものである (37)。
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Jean Clair et al. (eds.), De Chirico (exh.cat.), Cen-
tre Georges Pompidou, 1983, pp.49-50; Ara H. 
Merjian, Giorgio de Chirico and the Metaphysical 
City: Nietzsche, Modernism, Paris, Yale University 
Press, New Haven & London, 2014, pp.200-203.
(7) 汽車以外にも、汽船、甲板、客室、「ジャガンナー
トの山車」と呼ばれる人間ピラミッドのイメージ
などにもデ・キリコと共通するイメージを見出す
ことは不可能ではないが、議論が瑣末になりかね
ないため、ここでは扱わない。
(8) イタリア語訳ではフランス語版と同じ挿絵が使
用されている。Giulio Verne, Il giro del mondo in 
ottanta giorni, 4 vols., S. Muggiani, Milano, 1876. 
フィリップ・ド・ラ・コタルディエール、ジャン
＝ポール・ドキス監修、私市保彦監訳、新島進、
石橋正孝訳『ジュール・ヴェルヌの世紀 科学・
冒険・《驚異の旅》』東洋書林、2009 年、p.44. 「驚
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図版一覧
［図 1］ジュール・ヴェルヌ『地球から月へ』表紙（シャルル・マグニエによる）
［図 2］ジョルジョ・デ・キリコ《出発の憂愁》1916 年
［図 3a］『八十日間世界一周』中表紙
［図 3b］『八十日間世界一周』中表紙（部分）
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［図 4］「蒸気は螺旋形を描き出していた」
［図 5a］ジョルジョ・デ・キリコ《詩人の悦び》1912 年
［図 5b］ジョルジョ・デ・キリコ《詩人の悦び》（部分）
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［図 6］ジョルジョ・デ・キリコ《アリアドネ、
　　　機関車、引越し車のある習作》
　　　1913 年秋
［図 7］「1 万頭から 1 万 2000 頭もの動物たちの群れが線路を塞いでしまった」
［図 8］ジョルジョ・デ・キリコ《形而上　
　　　学的室内（小さな工場のある）》
　　　1917 年
［図 9］『八十日間世界一周』中表紙（部分）
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［図 10］ジョルジョ・デ・キリコ《福音書的静物 I》1916 年
